土木学会

震災がれきの処分と有効利用に関する調査研究小委員会
第6回委員会　議事録（案）
日時：2013年7月16日（火）14：00〜17：00
場所：土木学会　A会議室
出席者：久田委員長，河井幹事，丸屋幹事，大崎，尾形，小川，椎名，杉橋，竹田，田中，羽原，緑川，皆川，渡辺（博）の各委員，小林幹事長
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震災廃棄物処理計画のあり方に関する一考察
議事：
1. 委員長挨拶
　久田委員長から，委員会開会にあたっての挨拶があった．
2. 議事録の確認
　小林幹事長より，前回委員会の議事録の確認がなされ，以下の1点を修正したうえで了承された．
· 2頁目6.1「処理車」→「処理者」

3. 久田委員長から，コンクリート工学会の「JIS規格外品の利用に関するFS委員会」の動向について，紹介があった．
4. 委員会報告書の審議

　2.1.1　岩手県方式（資料6-3-1，田中委員）
　以前提出した資料に，修正を加えた
· 他社工場や県外工場について，処理量をヒアリングしているorする．
· 県内のマテリアルフローがあると判りやすい．

· 土木学会東北支部の報告書に掲載されている．

· 田中委員と羽原委員で対応する．

· 高炉でがれきを処理した例は無いのか？
· 平嶋委員が調査する．

　2.1.2　宮城県方式（ブロック化）（資料6-3-2，椎名委員）
· 災害廃棄物の推量を追加した．
· 岩手の推計量の追跡は可能か？
· 調べて加筆する（田中委員）

　(1) 気仙沼ブロック（資料6-3-3，丸屋委員）

· 各処理施設とも，処理過程を徐々に改良していると思われるので，その内容を書いて欲しい．

· 契約期間終了後に，施設をどうするのか？　もし施設を残す場合には，記載して欲しい．

　(2) 南三陸処理区（資料6-3-4，杉橋委員）

· 2.1.2節については，執筆内容は，資料6-3-5と同じ順番にする．

　(3) 名取処理区（資料6-3-5，椎名委員）

· 末尾の「有効利用」については，実際には有効利用まで至っていないので，見出しを工夫して，この位置に残す．
· 積み上げたがれきの火災についても，予防方法などの知見を記す．

　(4) 岩沼処理区（資料6-3-6，久田委員長）

· 　(5) 亘理処理区（資料6-3-7，竹田委員）

· 廃棄物量が，かなり変わってきている．

· 現状で最終量か？　最終では無い．まだ変わる可能性もある．

· 各ブロックで，当初量と，25年末の推定量（公表値）について記載して欲しい．変化が著しいものについては，理由を記す．

· 用語を決める必要がある．（がれきor 災害廃棄物or津波堆積物？　コンクリートがらorコンクリートくず？）

2.1.2の各ブロックの執筆内容は，以下の構成とする．
1） 業務の概要

2） 災害廃棄物の種類と量（当初見込み，H25末見込み）

・変化が著しい場合には，その理由を述べる

3） サイトの位置（地図）

4） サイトの平面図（＋α）

5） 処理フロー

6） 処理の概要（種類別）

7） 工夫した点

8） 操業中に改良した点
9） 今後の課題
仙台市，多賀城市は県に委託せずに自前で処理をしている．特に，多賀城市はかなりユニークな方法で処理をした．実態を調査する．
　2.1.3　福島県（資料6-3-8，緑川委員）
· 今後の見通しはどうか？
· 相馬地区は動き出したが，原発の影響を受けた地域は先行きが全く不透明である．

　2.2　分別土の組成（資料6-6，勝見委員，河井幹事）
· 地盤工学会の活動から，情報提供していただいた．

　3.3
コンクリートがらと海水を利用した港湾構造物の築造技術（資料6-4-1，竹田委員）

コンクリートがれきのセメント硬化体として有効利用技術（資料6-4-2，丸屋委員）

鉄鋼スラグを用いたふるい下および津波堆積土の再生利用技術（資料6-4-2，平嶋委員）

· オーソライズされた内容とすることができるか？

· 学協会などで発表した内容ならばよい．

· 例えば，土木学会年次講演会の共通セッションのものでも良いだろう．

· がれきコンソで収集した工法一覧を掲載できないか？

· 自己申告であるため，コンクリートライブラリーシリーズに掲載するのは難しい．

　3.4　セメント製造（資料6-5，田中委員）
· 品質についてもう少し書き込めないか？

· JIS R5201を満足するセメントが製造できている．

· 被災前と後での品質変化が判ると良い．

　3.6　石炭灰の土木資材としての有効利用（資料6-7，尾形）
· どこに入れるか？

· ペンディング．
　5．有効利用を推進するための諸課題（資料6-8，渡辺(博)委員）
· 渡辺委員に引続き執筆をお願いし，久田委員長が加筆する．
· 資料6-9（久田委員長）の内容を追加する．
5．　今後の予定

　9月6日（金）14時〜17時（土木学会）第7回委員会　←全国大会最終日

原稿，一旦完成



↓議論を踏まえて，9月末までに修正

　10月8日（火）14時〜17時（土木学会）第8回委員会


原稿読み合せ



↓1か月で完成

　11月29日コンクリート委員会常任委員会に提出
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